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Case 36-2000: A 22-Year-Old Man with Hepatic Mass 

(New England Journal of Medicine 2000; 343: 1553-60) 

♯肝結節・肝腫大：HCV・HBV抗体は陰性 AFP・CEAも陰性 

 

♯体重減少 

 

♯クモ状血管腫 

 

♯夜間盗汗 

 

♯右上腹部痛 

 

♯繰り返す肺炎エピソード：HIV抗体は陰性 

 

♯カルマバゼピン内服中 

 

♯リスキーな性行動：HIV抗体は陰性 

 

♯アルコール多飲歴：若年者であり、数年前に禁酒していることから総量はそれほど多くない 

 

♯嘔吐：飲酒によるものか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


